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【生徒のみなさんへ】
現在、１年生では玉野市の事を調べ、地域の活性化に向けた提案を市に対して行えるよう、課題解決型学習を
進めています。先日は市役所の財政課の職員２名に来ていただき、教室とオンラインで「玉野市のお金と将来に
ついて」という出前講座をしていただきました。
生徒からは、「人口減少を防ぐために行っている取り組みはありますか」「なぜ岡山市とくっつかなかったん
ですか」「なぜ有名な都市の真似をしないのですか」「コロナ禍や円安の状態が回復したら、民生費はどうなる
のですか」など、面白い質問がたくさん出ました。
次回は、総合政策課の職員の方に来ていただき、玉野市の進めている政策について説明していただきます。日
本全国の市が人口減少の中で発展を考えています。市内の学校の統廃合等も議論が始まりました。国が言うコン
パクトシティを目指すのも一つの方向性だと思いますが、地域の未来をつくる生徒のみなさんに、我が事として
しっかり考えてほしいと願っています。

【保護者のみなさんへ】
荘内中学校では、生徒の活躍や様々な学校の方針等を随時、学校ホームページで紹介しています。
お暇なときにはぜひご覧ください。右のＱＲコードでご覧いただけます。

生徒用のネット相談窓口を開設しています。悩みがあったら相談してください。
右のQRコードからClassroom「荘内よろず相談窓口」に入れます。

【生徒のみなさんへ】
生徒会執行部では、市の総合政策課の職員の方に来ていただ

き、コカ・コーラ社からの学校内に自動販売機設置についての
提案の説明を受けました。
都会の学校では自動販売機設置は珍しくない事ですが、この

たびの提案では、販売商品や価格等は生徒で決めることができ、
売り上げの２０％程度は生徒の活動費に充てることができると
いうものでした。
今後、生徒会執行部で、学校に対してどのように提案するか

が協議されます。

【保護者のみなさんへ】
このほか、２年生はチャレンジワーク実施だけでなく市内事業所との連携強化を、３年生は「減
災・復興」をテーマの課題解決型学習での市役所危機管理課との連携を計画しています。次の機会で
紹介いたします。


